
備えて対策をさまざまな災害に

防災地図（水害版）を配付しています
　５月に国土交通省が荒川の
洪水浸水想定を公表したこと
に伴い、区では、「荒川区防
災地図（水害版）」を各世帯
に配付しています。避難が必
要となるような大規模な水害
が発生した場合に備え、日頃
からこの地図を活用して避難場所や避難方法等について確認してお
きましょう。
■水害の想定
　荒川流域において想定しうる最大規模の降雨（荒川流域の72時間
総雨量632㎜）により、荒川の堤防が複数箇所決壊した場合を想定。
■避難行動の原則
　大規模な水害が発生した場合、区内のほとんどの地域が浸水し、
水が引くまで２週間以上を要するとされています。高層建物へ避難
した場合でも、建物内に孤立する可能性があるので、できるだけ浸
水前に谷中墓地・上野公園一帯等の高台へ避難しましょう。
※ 水害時における適切な避難行動や避難のタイミングは、状況により異なりま
す。緊急時は、区や関係機関からの情報や周囲の状況等をよく確認して避難
しましょう

自宅・勤務先等

《やむをえない場合》
●時間の猶予がない
●浸水が始まっている 等

高台へ避難

高い建物へ避難
●近隣の安全な高い建物
　（小・中学校、ふれあい
　館、ひろば館、「災害時
　地域貢献建築物」として区が認定した建物）
　に避難しましょう
●自宅に滞在する場合、浸水が長く続くこと
　に備え、日ごろから備蓄品を準備しておき
　ましょう

●浸水する前までに可能な
　限り、高台（谷中墓地、
　上野公園一帯、文京区方
　面、田端・中里方面等）に避難しましょう
●避難の際は、自動車（マイカー）は使わず
　公共交通機関や徒歩で移動しましょう

原　則

防災用品のあっせん

　水害時等に近隣住民の一時の避難先となる建物を「災害時地域貢
献建築物」として認定しています。この認定を受けると、防災資機
材の購入経費の助成を受けることができます。
■認定建築物の要件
　▶新耐震基準（昭和56年６月１日施行）を満たしていること
　▶５階建て以上かつ延床面積1000㎡以上
■認定を受けた建物への助成
　 　地域住民および災害時における避難者の防災対策のために必要
な防災資機材の購入経費の２分の１（上限50万円、１回限り）
を助成します。
問合せ ▶認定…都市計画課　☎内線２８１３

▶助成…防 災 課　☎内線４９２

災害時地域貢献建築物の認定・助成制度

　保存用の食料・飲料水等、防災用品全般
をあっせんします。あっせん商品等詳細
は、防災センター２階防災課、各区民事務
所で配布するパンフレットまたは荒川区ホ
ームページをご覧ください。
対 象 区内の一般家庭・事業所

申 込 み
問 合 せ

〒125-0042葛飾区金町2-8-20東京都葛飾福祉工場
荒川区防災用品あっせん係
☎（３６０８）３５４１　 （３６０８）５２００

申込方法 はがき・ファクスで、住所・氏名・電話番号・希望商
品・数量をお知らせください

締 切 り 平成29年８月31日㈭必着
※ 取扱業者が配送（荒川区内のみ）するので、品物と引き換え
に代金（送料込み）を支払ってください

非常持出袋

水
水

水

地震に備えた屋内の安全対策

総合的な防火防災診断を無料で実施しています

相談・問合せ ● 荒川消防署警防課住宅防火対策担当 
☎（３８０６）０１１９
●   尾久消防署警防課住宅防火対策担当 
☎（３８００）０１１９

　東京消防庁では、災害発生時
に配慮・支援が必要となる高齢
者や障がい者等を個別に訪問
し、「住宅の防火防災対策」「家
庭内事故防止対策」「住宅用防
災機器等の普及促進」等、暮ら
しの安全・安心のためのアドバ
イス等を行う、総合的な防火防
災診断を実施しています。

●家具類の固定　●窓や食器棚等のガラスの飛散防止
●照明器具等の落下防止
● テレビ、冷蔵庫、電子レンジ、電気ストーブ等の家電製品
の転倒・落下防止

対
策
例

　たんすや本棚等の家具の転倒等によって発生する
家庭内での負傷を防止し、避難路を確保するために
は、家具類の転倒・落下防止対策が有効です。

● 家具類の転倒・落下防止対策を

　区では、家具類の転倒・落下防止対策器具や感震ブレーカー等の器具
の設置または購入に対する補助を行っています。詳細は、お問い合わせ
いただくか、荒川区ホームページをご覧ください。

感震ブレーカーの種類

種類 本体価格 電気工事の
有無

分電盤タイプ
（内蔵型）

分電盤に内蔵
されたセンサ
ーが揺れを感
知し、ブレー
カーを落とし
て電気を遮断

５～８万円
（標準的なもの）

必要

分電盤タイプ
（後付型）

分電盤に感震
機能を外付け
するタイプで、
漏電ブレーカ
ーが設置され
ている場合に
設置可能

約２万円

コンセント
タイプ

コンセントに
内蔵されたセ
ンサーが揺れ
を感知し、コ
ンセントから
電気を遮断

5000円
～２万円

必要なタイ
プと、コン
セントに差
し込むだけ
のタイプが
ある

簡易タイプ

ばねの作動や
重りの落下に
よりブレーカ
ーを落として、
電気を遮断

3000円
～4000円程度 不要

（参考資料）経済産業省「感震ブレーカー普及啓発チラシ」

　「通電火災」とは、大規模な地震等によって停
電が起き、電気ストーブ等の家電製品のスイッチ
が入ったままの状態で通電が再開された際に、家
電製品が発熱して近くにある可燃物等に着火して
発生する火災のことです。
　過去の大規模地震時に発生した火災のうち、原
因が判明している６割以上が通電火災等、電気による火災です。地震
時の電気火災を防ぐためには、ブレーカーを落としてから避難するこ
とが大切です。また、強い揺れを感知したときにブレーカーやコンセ
ント等の電気を自動的に止める「感震ブレーカー」を設置することも
有効です。

● 通電火災を防ぐために感震ブレーカーの設置を

※問合せは、指定があるもの以外は防災課☎内線４１８へ※問合せは、指定があるもの以外は防災課☎内線４１８へ
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